
The Japan-U.S. Conference on Dementia Strategy
“National Dementia Strategy & Metropolitan Challenges”

認知症日米戦略カンファレンス
「認知症国家戦略と大都市の取組み」

平成25年12月19日（木）午後1時30分～午後6時
公益財団法人東京都医学総合研究所 講堂

厚生労働省平成25年度老人保健事業推進費等補助金
「認知症国家戦略の国際動向と我が国の制度によるサービスモデルの国際比較研究事業」

13:30～ 開会 進行 飛鳥井 望 東京都医学総合研究所 副所長

主催者挨拶 前田 秀雄 東京都医学総合研究所 理事長

歓迎の挨拶 川澄 俊文 東京都福祉保健局 局長 （代理 藤田 祐司 福祉保健局理事）

13:40～ 『米国とニューヨーク市における認知症の取組み』

ファシリテーター 佐渡 充洋 慶應義塾大学医学部

講演1 Ruth Katz 『米国の認知症国家戦略』

米国保健・福祉省立案評価局 副局長（障害・高齢化・介護政策室）

講演2 Jed A. Levine  『ニューヨーク市における認知症関連のプログラムとサービス』
米国アルツハイマー協会ニューヨーク市支部 副代表

休憩 15:15～15:25

15:25～ 『日本と東京都における認知症の取組み』

ファシリテーター 近藤 伸介 東京大学医学部

講演3 原 勝 則 『日本の認知症国家戦略と都市部の取組み』

厚生労働省 老健局長

講演4 粟田 主一 『東京都における認知症への取組み』

東京都健康長寿医療センター研究所 研究部長

休憩 16:10～16:30

16:30～ パネルディスカッション『認知症国家戦略と大都市の取組み』

ファシリテーター 飛鳥井 望 東京都医学総合研究所 堀田 聰子 労働政策研究・研修機構

指定発言 1 中山 政昭 東京都福祉保健局 高齢社会対策部長 『東京都における認知症対策の現状と課題』

2 秋山由美子 世田谷区 副区長 『世田谷区認知症在宅支援の取り組み』

3 進藤 由美 認知症介護研究・研修東京センター 研究主幹 『米国および日本における現場の状況』

パネリスト

Ruth Katz       米国保健・福祉省立案評価局 副局長（障害・高齢化・介護政策室）

Jed Levine 米国アルツハイマー協会ニューヨーク市支部 副代表 プログラム＆サービス・ディレクター

勝又 浜子 厚生労働省老健局高齢者支援課 認知症・虐待防止対策推進室長

中山 政昭 東京都福祉保健局 高齢社会対策部長

秋山由美子 世田谷区 副区長

粟田 主一 東京都健康長寿医療センター研究所 研究部長

進藤 由美 認知症介護研究・研修東京センター 研究主幹

近藤 伸介 東京大学医学部

佐渡 充洋 慶應義塾大学医学部

18:00 閉会

主催 公益財団法人 東京都医学総合研究所


